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Drozdの定理より、代数的閉体上の有限次元代数はtameとwildと呼ばれるクラスに分けられる。ここで、
代数がtameで、あるとは、その上の直既約加群が次元ごとに有限個の lパラメーターで分類されることをβ
い、代数がwiIdであるは、その上の直既約加群の分類に望みが持てないことを言う。 Crawley-Boeveyは、
tame上の直既約加群が各次兄ご、とに有限個を除いて、 AR-translationで不変になることを示し、その逆が
成り立つことを予想した。この予想は直既約加群のパラメーターの様子、つまり幾何学的に定義された概
念、をAR-translationという表現論の道具を使 -:J-c特徴付けるもので、ある。この予想の対偶を考えることに
より、この予想をwiJd代数の特徴付けとみなし、 wiJdを定義する関手の性質から、この予想、を研究する
ことがこの論文の主旨である。 dela Penaにより、 wi ldを定義する関手が充満関手のとき、この予想はiF
しいことが示されている。そこで、充満でない関手を調べるにあたって、 Ringelが提案したcontrolled
wi ldの概念、が布効に{動く。このwiIdを定義する関手は充満とは限らないが、良い性質を持ったものであり、
すべてのwild代数がcontrollcdwi ldであると予想されている@そこで、ある種の有限性を仮定するこ
とによってcontroJledwildに関して予想が正しいことを示した。これは、この論文の主な結果の一つ
である。また、この論文では、充満開手の良い性質を生かした別のアプローチも紹介される。そこでは、
予想が正しいwiId代数の作り方が与えられ、さらに、その様に作られたwild代数を定義する関手が充満に
なり得ないことも不される。つまり、 dela Peoaの手法では示されないが、予想、が正しい多くの例が作ら
れるのである。
論文審査の結果の要旨
代数的閉体よの有限次元代数(以後単に代数とよぶ)の全体は、テイムおよびワイルドの2つのクラス
に類別されることがドロッズドによって不されている。さらに、クローリー・ボーピーは、テイム代数に
おいては、次元を固定するごとに、ある有限個の同型類に属するものを除くすべての(有限次元)直既約
加群が、アウスランダー・ライテン変換τのもとで不変であることを示している。この性質がテイム代数
を特徴づけるものであるかどうか、すなわち対偶をとって、ワイルド代数ではある次元においてτ可変な
l宣既約加群の向型頒が無限に存在する(この性質を持つ代数をτワイルドとよぷ)かどうか、という問題
は現在未解決であり、展も関心のもたれている問題のひとつである。強意のワイルド代数がτワイルドで
あることはすでに知られているので、問題は、強意でないワイルド代数がτワイルドであることを示すこ
とにある。本論文は、この問題に対する新しいアブローチを多数導入し、肯定的な部分解を与えている。
その手法の独創性は、高く評価できる。 3章で著者は、ワイルド代数の加群の圏のあいだの完全埋め込み
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関手がτワイルド性を保つための十分条件を与え、 4章で、極小ワイルド代数のクラスより小さく強意の
ワイルド代数を含まない、強極小ワイルド代数のクラスを定義している。これらがτワイルドであること
さえ確かめられれば、 3章の結果から、問題は肯定的に解けることになる。 5章では、充満忠実完全関手
の像としてτ可変な直既約加群を得る方法を与えている。これにより極小ワイルド代数上に多くのτ可変
な直既約加群が構成される。 6章では無限表現型の代数から、それをある単純加群で l点拡大することに
より τワイルド代数を構成できることを示している。了、 8章では、 τワイルド代数の部分代数は、もと
の代数と根基を共有すれば、またτワイルドとなることを示し、 6草の結果とあわせて強意ワイルドでな
いτワイルド代数を、 f.のl点拡大代数の部分代数として構成する方法を与えている。他忘リンゲルによ
って被統制ワイルド代数の概念、が導入されていて、ワイルド代数はすべて被統制ワイルドであろうと予想
されているo 9、10、I章で著者は、これについて考察している。被統制ワイルド代数は、有限個の直既
約加群に統制されていれば、 τワイルドになることを不しているが、知られている被統制ワイルド代数は
どれもこの条件を満たしている。さらに被統制ワイルド代数の部分代数は、もとの代数と根基を共有して
いればまた被統制ワイルドであることも示している。これによって多くの被統括IJワイルド代数の例が構成
される。以上により、本論文は代数の表現論の発展に大きく寄与するものであり、博士(理学)の学位を
授与するに値するものと審査した。
-258-
